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新聞報道にみる徳島大学 
2006.12.1～2.28

■徳島大が来年度募集要項を発表[12.1毎日 ]

■アクリルや版画 自由に表現20点 徳島大美術部展 [12.4朝日 ]

■眼病治療の最先端紹介 徳島市でフォーラム [12.5徳島 ]

■全国初の共用試験実施 徳島大歯学部[12.7徳島]

　学生の適正と能力 臨床実習前に評価
■家族3世代で挑戦 徳大公開講座受講生 森さん[12.9徳島 ]

　孫と出場、娘は救護 ホノルルマラソン12日号砲
■徳島大大学院 ソシオテクノ部長に矢野氏[12.9徳島]

■マイクロチップにナタデココ繊維 徳大講師ら開発 [12.9徳島、12.22毎日]

　遺伝子解析 精度6倍
■献体者44人の冥福祈る 徳大で式典[12.10徳島]

■採血でストレス測定 徳島大･日立グループがDNAチップ開発 [12.10毎日]

　うつ病診断に効果期待
■インスリン抑制遺伝子解明 徳島大教授ら [12.11産経、12.21徳島 ]

　なぜ糖尿病になりやすいの?

■ホノルルマラソン参加の徳大受講生 70人見事に完走[12.13徳島]

■アイデア満載の年賀はがき募集 徳大生がコンテスト[12.14徳島]

■徳島県と県内大学・高専 少子化対策で協力[12.16徳島、毎日]

　知事と学長らが懇談
■フルバンド部 24日に演奏会 徳島大[12.18朝日]

■津波、地震やさしく解説 アニメやクイズ交え[12.21読売]

■医学研究者2人助成 各分野で優秀[12.22徳島]

　徳島新聞社会文化事業団
■新年控え鐘サッパリ 留学生らが大そうじ[12.26徳島]

■徳大病院に新病棟 文科省発表 07年にも着工[12.27徳島]

■インド洋津波から1年 タイ人女性 徳大で対策学ぶ[12.27読売]

　国家公務員スダラットさん短期留学
■スマトラ大津波から1年 まずは自宅の安全性を[12.27朝日]

　被災地での教訓、中野・徳島大助教授に聞く
■新たな検出器開発 小型化し精度向上[1.1徳島、2.27朝日]

　徳大・伏見助教授ら 宇宙の暗黒物質解明へ　
■光学異性体合成に新触媒 有効分だけ効率良く[1.5徳島]

　徳島大大学院長尾教授と本城さん開発 新薬開発へ発展期待
■科学の楽しさ小中学生体験 徳大で講座[1.8徳島]

■市のコンクールで街づくり協同賞受賞 徳島大の学生[1.9朝日、1.25毎日]

　47年建築の民家改修した徳島のカフェ 設計模型づくりや解体など手がける
■内定者が指南役 就職活動を支援[1.11徳島、2.3朝日]

　徳大にサークル発足 学生の運営で橋渡し　
■効率良い水素エンジン研究 徳島大の三輪教授[1.15朝日]

　騒音や振動減少 燃費向上も期待
■徳島大康楽賞受賞者決まる 36人に賞金贈る[1.18徳島]

■徳島病院に専門外来 神経・筋疾患の患者対象[1.19徳島]

　主治医以外に意見聞く セカンドオピニオン
■医療功労県表彰 竹内、三並さん受賞[1.21読売]

　助産師育成、地域医療を評価

■具体的な惨状イメージを 南海地震の被害最小限に[1.22読売]

　徳島大・村上教授が28日講演 防災の心構え説く
■徳島大→熊本大 口頭発表をネット中継[1.24徳島]

■徳大工学部ナノテク講座設置へ 日亜が5億円を寄付
　[1.25徳島、1.27読売、2.20朝日、 2.23日経]

■機能性食品コース設置 徳島大大学院[1.28徳島]

　医学的知識持つ栄養専門家育成 病院と連携、臨床試験
■徳島大で感染症研究 来月拠点の実験棟完成[1.28朝日、2.14徳島]

　インフルエンザ粘膜ワクチン開発へ
■災害予測地図を作製 徳大[1.29徳島]

　徳島市沖洲・末広住民 避難経路など記入
■植物プランクトン・イカダモ 変形の原因物質特定[1.29徳島]

　徳大・大井助教授ら
■2種電気主任に合格 徳島大工学部1年吉田さん[1.30徳島]

　資格取得5%前後の難関
■ウィルス 正しい認識を 徳大教授が説明 [ 2.3徳島 ]

　鳥インフルエンザ 県庁で危機管理講座
■徳島インターネット市民塾 NPO法人認証申請 [ 2.3徳島 ]

■徳大生がラジオ番組 食堂メニュー紹介やドラマ収録 [ 2.4徳島]

　来月から週に数回 生協施設で放送
■徳島大に支援の輪 難病の高知大生救おう[2.5徳島]

　骨髄バンク協力訴え
■企業との共同臨床研究 徳大、患者保護へ行動指針[2.9徳島、日経]

　株式所有や収入 研究者は公表を 監視機関の設置も提案
■仮想遍路で健康維持 徳大教授が「双六」開発[2.10読売、2.20徳島]

　霊場地図に顔写真 毎日の歩数ブログ送信
■徳島大留学生と交流 鴨島小[2.11徳島]

■植民地下の朝鮮半島で日本語教育 徳島大上田助教授[2.15朝日]

　押しつけの実態研究 資料収集急ぐ
■蜂須賀家藩士の家系図・居住地 家臣成立書をデータベース化 
　徳島大学附属図書館 来春HPで公開[2.15徳島]

■医学部でモデル授業 徳島大[2.18徳島]

　コミュニケーション力高めよう
■緑茶含有のカテキン 細胞自殺抑える働き[2.22徳島]

　徳島文理大・徳島大 研究グループ発見
■学業の集大成 力作並ぶ 徳大 四国大[2.23徳島]

　卒業制作展始まる
■留学先と合わせ学位2つ可能に 徳大大学院工学研究科 
　海外5大学と連携 生き残りへ個性化[2.23徳島、2.24日経]

■あすから2次試験 徳大5920人、鳴教大851人志願[2.24徳島]

■県、医学部生に奨学金 徳大対象06年度から[2.24徳島]

　県内での勤務条件 過疎地など医師確保狙う
■曽根氏を再選 徳大ヘルスバイオサイエンス研究部長[2.24徳島]

 夢と希望に向かってチャレンジを･････p.1 
  徳島大学長 

 青野 敏博 
 
 勉学や部活が展開される 
 キャンパスライフのトータルな 
 デザインを！･････p.3 
  副学長[教育担当] 
 川上 博 
 

 キャンパスを飛び出せ！[取材]･････p.4 
  サイクリング部 部長 工学部3年 

 春日 亮 
  学生ボランティア部 部長 工学部3年 

 新井 志勇人 
 
 
 事務のお姉さん、お兄さん[取材]･････p.5 
  学務部 

 阿部 美智子  
  附属図書館 

 亀岡 由佳 
 
 

 キャンパス・ 
 マップ･････p.9

 最先端研究探訪[取材]･････p.13 
 ゲノム機能研究センター 遺伝子実験施設 

 高浜 洋介 
 

 研究室へようこそ[取材]･････p.15 
 大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 
 歯周歯内治療学分野 口腔科学教育部博士課程３年  

 板東 美香 
 
 がんばれ徳大･････p.17 
 広島大学大学院医歯薬学総合研究科教授 

 森川 則文 
 

 先輩に続け･････p.18 
 工学博士 

 喜田 昭一 
 

 海外体験記･････p.19 
 大学院ソシオテクノサイエンス研究部 
 エコシステムデザイン部門 

 竹林 洋史 
 
 
 

 ヘルスケア･････p.20 
 学生・職員相談室長 

 北村 清一郎 
  

 What's happening?･････p.21 
 大学院先端技術科学教育部 博士後期課程 

 KHAMMANIVONG SOMSAY

 

 自著紹介･････p.22 

『Y染色体からみた日本人』 
 大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 
 分子予防医学分野 

 中堀 豊  
 

『防菌・防黴剤の開発と展望』 
 大学院ソシオテクノサイエンス研究部 
 ライフシステム部門 

 高麗 寛紀 
 
 
 徳大ニュース･････p.25 
 行事予定 
 新聞報道にみる徳島大学･････裏表紙 

 ｕ-Ｃａｍｐｕｓって何？･････p.6 
  工学部長 

 矢野 米雄 
 
 
 当世徳大生気質[取材]･････p.7 
 うどん工房「名麺堂」 

 泉 衛 
 
 食事処・居酒屋「ママの台所」 

 高野 令子 
 
 徳島大学生活協同組合 専務理事 
 清水 麻理子 
 
 

特集  春 で 
す 

も え る 徳 島 、か が や く 徳 大  

編
集
後
記
・・・・・・
吉
田
敦
也 

 

　
四
月
は
新
入
生
を
迎
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
が
一
番
に
活
気
づ
く
時
期
で
あ
る
。 

同
時
に
、新
し
い
こ
と
へ
の
手
探
り
な
作
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、 

膨
ら
む
期
待
と
は
裏
腹
に
、時
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
が
ち
な 

季
節
で
も
あ
る
。 

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、本
号
で
は
、新
入
生
諸
君
へ
の
歓
迎
と
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、 

徳
島
大
学
の
先
進
教
育
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
、 

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
特
集
し
た
。 

　
ま
た
、徳
島
大
学
で
は
、こ
れ
ま
で
、本
誌
「
と
く
ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」
を 

主
に
教
職
員
及
び
学
生
を
対
象
と
し
た
広
報
誌
と
し
て
位
置
づ
け
、 

本
学
の
教
育
研
究
活
動
の
紹
介
等
を
行
っ
て
き
た
。 

　
し
か
し
、平
成
１６
年
４
月
の
国
立
大
学
法
人
化
を
契
機
と
し
て
、 

社
会
に
対
す
る
情
報
開
示
、説
明
責
任
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、 

こ
の
度
、配
布
対
象
を
在
学
生
の
保
護
者
の
方

（々
約
８
０
０
０
人
）に
も
拡
大
し
、 

大
学
の
現
状
を
よ
り
ご
理
解
い
た
だ
く
と
共
に
学
生
サ
ー
ビ
ス
の 

向
上
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。 

　
一
方
で
、
１８
才
人
口
の
減
少
、国
の
厳
し
い
財
政
事
情
等
、 

国
立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、 

本
誌
「
と
く
ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」
発
刊
の
財
源
に
つ
い
て
も
種
々
検
討
す
べ
き 

段
階
に
至
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、県
内
企
業
各
社
に
諸
事
情
を
ご
説
明
し
、 

ご
理
解
い
た
だ
き
、本
号
よ
り
必
要
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
ご
支
援
を 

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ま
す
ま
す
成
長
・
発
展
す
る 

徳
島
大
学
の
現
状
・
実
績
、ま
た
、特
色
・
魅
力
に
つ
い
て
最
新
情
報
を
伝
え
る 

広
報
誌
徳
大
広
報
「
と
く
ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」
の
役
割
は
大
き
い
。 

編
集
・
発
刊
へ
の
一
層
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
、学
内
外
各
位
に
対
し
て
、 

あ
ら
た
め
て
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。 


